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\
今
更
言
ふ
ま
で
も
な
く'

广
九
三
三
年
ヒ
ゲ
ト
ー
ス
ー
政
權
の
確
立
以
來
、
ナ
チ
.ズ
*
獨
逸
對
外
政
策
の
基
調
は
實
に
次
の
三
點
に
ぁ
っ 

た
o
,即
.ち
そ
れ
は(

一'
:

)

獨
逸
民
族
の
大
同
團
結
、

(

5

ヴ
.ヰ
ル
サ
ィH'

倏

約

髮

棄

、0

5
世
界
大
戰
に
ょ
る
失
地
植
民
地
の
囘
復
で
あ 

w
y
l此
の
事
ば
少
く
と
も
本
年
一
一
一
月
の
チ
工
コ
全
土
併
合
に
至
る
ま
で
比
、
，
ナ
チ
又
が
、

そ
の
個
々
の
對
外
活
動
に
際
し
て
へ
常
に
.理 

論
的
根
據
と
し
て
接
用
し"
主

張

.1

.得
た
所
の
：も
の
で
あ
：つ
た
。
ン'
へ

:
. 

:

:

-

叙
^

の
三
原
肋
中
、
第.三
0;
.も
の
：に
就
い
て.先
.づ
象
上
げ
'ら
れ
た
0-
は
舊
海
外
植
民
地
.0
囘
復
要
求
で
.舔
っ
$

特

に

一

九

三

五

，
•
六 

年
を
轉
機
と
し
て
、
此
の
要
求
が
如
何
に
熱
心に
、
..ヒ
ッ
片
ラ
V
を
始
め
と
し
て
ナ
チス
黨
蘇
袖
に
ょ
つ
.て
'繰
返
，し
主
張
せ
ら
れ
た
か 

は
、
今
尙
我
.々

の
記
憶
.に
明
か
.な
所
.で
あ
名
0
'-
-そ
れ
は
當
時
益
_々
.顯
著
に
な
り
0

\
あ
つ
：た

列

國.の
ブ
口
.ッ
ク
經
濟
形
成
の
德
展
と
、
そ 

れ
に
陣
ふ
植
民
地
傲
有
の
經
濟
的
意
義.の
擴
大
に
則
し
た
行
爲
で
あ0
た
に
：は
相
違
な
い
。
-#
し
乍
ら
そ
れ
に
も
增
し-*
€

.'
獨
逸
0
眞 

意
は
>
へ
本
國
の
失
地.间
復
を
_前
提
と
す
る
歐
抓
に
お.け
る
勢
カ
の
擴
大
を
究
極
目
標̂
し
で
居
つ
'た
と
い
，
ふ

事

を
/*
我 

逸
の
現
實
2>
活
動
^
ら

、

今

や

殆

ん

：ど
：正

確

に

推

定

：し

'#
る

に

至'-
0
た

。
の

で

：あ

名
0
謅

は

ダ

獨

逸

ぬ

虐

海

外

植

^

^

返

還

要

求

垵

.そ 

.め
對
歐
洲
政
策
と
の_

に
め
て
、，
提
出
さ
れ
來
：つ
た
も
：の
と
考
へ
ら
れ
名
0
_即
ち
此
の
要
.ザ
が
.强
<
:叫
仗
れ
.て•

-

列

國

の

關

心

が

.其 
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一
 S

T

二 

、
一
ぐ
^

‘
'

處
へ
集
中
さ
れ
る
間
に
、
歐
洲
に
為
け
る
實
質
的
な
領
土
擴
大
を
强

5

ん
と
す
る
爲
に
か
、
或

受

逆

に

、
歐

洲

忘

け

る

證

の

何
 

等
か
の
積
極
的
行
動
に
對
し
て
、
列

國

の

態

度

の

麗

化

が

窺

は

れ

る

墙

合

に

、
列
國
が
若
し
獨
逸
益
定
行
動
を
楚
認
す
る
な
ら
ば

.

. 

獨
逸
は
そ
の
代
償
と
し
て̂

來
の
主
張
た
る
植
民
地
返
還
宴
求
を
進
ふ
で
放
棄
し
ょ
ぅ
と
の
意
味
に
於
て
か
マ
兎
も
角
此
の
問
^
を
ー 

-

つ
の
手
段
と
し
.て
利
用
せ
ん
と
す
る
意
圖
が
多
分
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
限
り
獨
逸
の

i

外
植
民
地
返
還
要
求
は
第
二
次
的
意
義̂

‘
 

.保
有
す
る
に
止
り
、
我
々
、は
其
處
に
、
第
一
.次
世
#
大

戰

前

と

或

程

度

弩

ー

に

す

る

事

情

を

、
興
味
深
く
見
出
す
の
で
あ
：る
タ

;

現
往
獨
逸
に
ょ
つ
て
舊
海
外
植
民
地
返
還
要
求
が
問
題
と
さ

i

る
際
V

そ
の
當
面
の
關
心
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
句
ナ
ら
れ
る

0

そ
t

. 

'は
大
戰.前
の
舊
獨
領
植
民
地0
大
半
が
同
大
陸
に
位.
^
交
同
大
&

が
現
法
旣.に
：歐
刺.へ.の
#

,
:を
果
た
す
の
み
な
匕
ず
、
更
に
遠
き
將
來
に
苴
つ
'て
列
國
の
資
本
虫
篛
的
後
動0.
娇

蒙

た

る

事

が

豫

想

さ

れ

る

事

實|
ら
し
て
*
當 

然
の
緒
果
で
あ
る
；o
,斯
か

^
事
情
を
適
確
に
理
解
す
る
爲
め
に
は、
.
‘
世
#
大
戰
前
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
^

い
て
、
獨
逸
が
.果
し
て
.如
^
な 

る
狀
勢
の
下
に
、
如
何f

活

動
を
行
0-
'た

か
,'
;
そ

0
歷
史
的
前
提
を
明
確
匕
知
る
必
要
が
あ
る0
此
の
意
味
に
於
い
て
、
齋

Q

同 

大
陸
に
對
す
る
植
民
活
動
の
歷
史
を
詳
紲
に
取
凝
ふ
本
書
货
極
め
て
有
益
な
資
料
と
な

/t
)
、

且

つ

又

列

國

の

近

代

的

植

民

活

纺

ぬ

一

：
端

. 

を
知
る
上
に
頗
る
輿
味
あ.る
もQ

で
あ
る
.o
.本
書
の
第
一
版
は
一
九
一i

に
出
版
ん
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
め
のS
.

の
修
正
と
、
世
界
大
戰
後
の
事
情
に
就
い
で
の
增
補
を
以
て
、

昨
年
末
の
刊
行
に

1

る
.
0.
以
下
本
書
に
從
つ
て
ア
フ
リ
ガ
大
陸
へ
の
獨 

逸
の
植
民
洁
動
發
展
の
跡
を
顧
み
夂
ぅ
，
•

,

. 

+
•
•
•
•
.
.
. 

. 

f 
..
 

- 

.

近
代
的
植
民
活
動
べ
の
獨
逸.の
參
加
は
、
明

か

に|

八

七
5;
の
獨
逾
帝
國
狹
一.完
成
以
後
の
'̂
に
患
す
る
‘

o-.

無
論
そ
れ
造
に
萄
逸 

に
於
い
て
で
植
民
兔
動
が
全
然
行
は
れ
な
か
つ
た
譯
セ
は
な
い
。
そ
れ
に
至
る
竭
程

^
じ

：
て

本

書

：
の

分

析

も

更

セ

遡

0
、
中

世
宋
期
以
，
 

，
來

ゆ>
.ン
ザ
疴
盟
諸
都
市
の
對
外
的
活
動
か
ら
出
發
す
る

(

第
一
章
'

)

而
か
も
當
時
0
活
動
の
目
擦
は
欺
ら
商
業
上
に
あ
认
、
政
治
的

U

.
i
.
'
-i
u i 

s
g
-
<

>1
p 為
'
..

:
)

ュ.：' 

s

s

a *
抑

も
獨
逸
人
は
«
織
的
植
民
活
動
は
不
可
镏
で
あ
つ
：た
と
見
て
差
支
へ
な

い
。：此
の
事
は
第
十
七
世
祀
：に
人
つ
て
か
ら
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ 

'ル
：
グ

大

選

擧

侯

フ

リ

ー

ド
ー

f
ッ

ヒ•ゥ

イ

ル<
ル
"
<、
ブ
〒
'>

• • • 
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. 
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合

：
に

就

い

：
：
て

^
、
言

ひ
.#
る
：
事̂
あ
'る
，
ギ
ア
.ナ
地
方
を
中
心
.と
ず
る
.西
ァ
フ
リ
ヵ
:-
の
活
動
は
‘
可
成
り
獱
極
的
で
あ
つ
た
に̂
拘

. 

•■
■f
eずV

そ
の
背
景
に
强
大
な
國
家
權
力
を
有
し
な
い
事
が
、
そ
の
事
業
を
充
分
の
成
功
：に
導
か
な
か
つ
た

C
:
•

:

:
f:2
>
に
一
八
七
ー
ー
年
帝
國
の
鵪
ブ
が
成
就
が̂;
:

:

ブ

ド
^
ャ
王
の
獨
1
遣
帝
へ
0
即
fe
が
實
現
さ
^

て
似
後
、'海
外
發
g

M

f
漸

. 

:次
確
固
た
名
も
の
忆
な
ト
來
づ
た0
卸
ち
當
時
：そ
め
思
想
の
論
據
は
次
の
：四
點
に
：求
め
ら
れ
#
。
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斯
か
る.

獨

激

ゎ

國

內

駕
.一
と
^
ふ
政
治
的
事
由
の
外
に
、
多
數
の
植
民
論#
の
颦
出
に
i
る
刺
戟
丨
擧
げ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
フ
.リ 

1
ド

--
9

ッ
じ
•
リ
ス
ト
、

エ
ル
ン
ス
>
*
フ
リ
ー
デ
ル
及
び
ハ
ィ
ン
リ
ッ
，ヒ
•
フ
ォ
ン
•
ト
ラ
ィ
チ
ケ
等
の
如
き
は
そ
の
代
表
的
人
物
で
あ 

る
、
：彼
等
.の
1

日
は
第
1
4章
に
要
約
さ
れ
る0 
' 

-

へ
：-:
次
い
で
著
者
は
前
揭0
德
通
想
の
論
據
に
從
ひ
、
：、植
民
蓮
動

」

の
原
因
を
：:-
:
個
に
分
つ
て
考
察
す
名
。
：そ0I

は
移
往(

第Itl

窜)

で 

.あ
り
、
ぞQ
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^
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四
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あ

冷

*
者
に
於
て
紀
汁
七
世
紀
末
队
來
漸
次
增
大1>
來
.：つ
た
|
メ̂
^
ヵ
.合
衆
國
.へ
'
:の

獨

逸

栘

民

，
： 

が
問
題
と
さ
れ
る0
:斷
ぢ
そ
队
^
の
»
民
_が
獨
逸
本
國
を
覽
て
ず
ル
リ
ヵ
市
民
と
成
る
事
は、，
-^

さ
れ
名
。.斯
く
し
て
是
等
の
栘§

獨
逸
國
民
‘と
し
て
保
有
し
、.”
.
獨
逸
，國
民
，の
.世
界
的
進
出
に
資
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へ
ー
十
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-[
-.、0
ン

.(t
>
獲
得
が
必
要
と
さ
れ
る
。

「

事
實
獨
逸
帝
國
統一.

以
前
に
於
い
て
は
、.そ
，
の

國

內

の

政

治

的

不

安

"
經
濟
的
逼
迫
に
ょ
つ
て
、
本
國
を 

，見
棄
弋
る
移
民
の
數
は
極
め
て
多
數
に
上
っ
た
。
又
統
一
後
も
依
然
た
る
經
濟
的
苦
況
の
，爲
め
に
、
例

べ

ば

；一
.八
八
ニ
年
に
は
二
十
五 

萬
人
を
算
へ
た
と
着
は
れ
る
。

一
調̂
に
ょ
れ
ば
、J,

八

0
0年
，
^

1
^
0
〇
年
0
ァ
メ
リ
カ
合
衆
國
へ0
移

人

民

-<
0
國

_
1
2:譯
は 

:
:次
：ぬ
如
^
で
本
^

/
«逸
國
展
が
壓
倒
的
该
激#
由

め

る

事

が

馨
$
贫

る

ャ

、尤

も

，
犮

め

中

”ー'本
國
へ
^̂

れ
、
從
つ
て
實
數
は
此
の
六
割
と
見
ら
れ
る
。
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:
第
四
章
に
於
.い
て
ぼ
ボ
獨
逸
支
し
て
ス
ア
フ
リ
カ
吠
陸
ん
の
植
民
活
動
を
起
さ
し

^
た
原
因
と
じ
て
丨
^
ぽ
探
檢
家
達
の
功
績
が
和 

げ

ら

れ

石
;0
.,
.
1九
世
紀
项
頭
に
至
る.迄

、
.世
界
各
地
の
现
檢
事
業
は
西
歐0'
.海
運
國
：に
限
ち
れ
て
居
；
=

^
比
.の
點
で
.も
獨
逸
人
.は
立
_

:れ
で
ぁ：

つ
^
;0
併
し
ア
•
.フC
ネ
に
關
ず
る
限
々
、.此
..の
廣
大
な
暗
黑
大
陸
上
に
は©-
'歐
先
進
國
人
未
踏
.の
地
域
は
充
分
に
淺
さ
作：
_ 

逸

*^
檢
.家
に

:̂
や
て
活
躍
€)
舞
臺
が
据
供
さ
れ
た
0
:
|八
六
©^
年
代
.ょ
1)
!
東
：ア
.：フ

,1
?
カ
.に
於
切
て
來
南
ア
フ
リ
カ

.忆
於
ぃ
て
も

㈱
 ̂

.顧
賴
家
の
。活
動
が
積
猶
胡
に
遂
行
さ
れ̂
が
、
就
中
^
ル̂
>-
ル
ト
> 
ロ
：1
ル
，フ
：ス
及
'び

:^
ス
：タ
フ
^,
^
テ
.：ィ
.ガ
冷 

斯
か
^
猓

榆

家

の

努

カ

が

，
獨

逸

に

ぉ

-^
る
幾
多
の
-1
1-民
團
體
、
；
植
民
地
询
發
會
社
の
設
立
を
促
進
さ
；せ
：
惹
い
て
は
國
家
的
活
動
へ
の 

誘
因
と
尨
っ
允
事
は
否
定
し
得
ざ_る
事
實
で
ぁ
る
:0
ぐ
.
..
.
?
.
.
:
,

-,
.
.

.

.

. 
•
:■
■■
■
、
，
，
：
:
:
•.
'

:

:
.'
:
\

以
下
第
五
章
よ
り
第
十
五
章̂
互
っ
.て
、
ア
フ
9
力
大
陸
に
於
け
る
獨
逸
の.植
民
.活
動
が
地
域
別
に
叙
述
せ
ら
れ
る
。
，
獨
逸
が
國
家

と
し
て
.積
極
的
に
植
民
活
動
に
乘
出
し
て
來
た.の
は
，
一
八
七
，

I'

年

の
帝
國
統1'

後
十
數
年
を
經
た
二
.
八
八
四
年
頃
か
ら
と
謂
は
れ
る

O

• 

• 

• 

- 

• 

„

換
言
す
机
：ば
帝
國
成
立
後
、
そ
の
國
內
的
統
ー
の
確
保
も
稍
タ
完
成
に
近
づ
烹

/又
國
內
の
經
濟
的
發
展
も
’
益
次
充
實
し
て
來
た
事 

fc
^
o
v
:带
國

宰

相

ビ

：
ス

マ

:1
ク
が
積
極
的
對
外
政
策.の
.捸
用
に
轉
向
し
た
時
ゼ
、
そ
れ
は
始
ま
るo
而
か
も
當
時
ア
フ
リ
カ
大
陛

.. 

の
大
部
分
は
专
佛
を
中
心
に
其
他
め
先
獾
國
に
よ
り
ー
應
分
割
を
完
了
さ
れ
て
居
っ
た
爲
め
に

’そ
め
後
办
獨
逸
の
活
勦
は
極
め̂
 ̂

難
な
：途
を
迪
ら
ざ
る
を
得«
か
っ
た
、'況
ん
や
そ
の
初
期
に
於
い
マ
は> 
國
內
輿
論
さ
べ
，、
植
民
活
動
を
無
用
の
失
費
と
解
し

V
、

撺 

:民
地
獲
得
運
動
に
：對
^
て

極

，め

て

冷

淡

で

阜

っ

，
た

。

,從
づ
て
獨
逸
の
採
っ
衣
方
策
は
、
晉
險
的
な
企
業
家
に
.探
檢

事

業

を

委

ね

、
，
彼

等

が
土
人
0

#
長
と
締
結
し
た
條
約
女
後
に
國
家
の
名.に
於
い
.て
，批
准
す
る
と
か
、.或
は
企
業
家
達
の
組
織
し
た
商
會
に
、
先
づ
特
許
狀
.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

-

を
授
與
し
.>
•*
&

家
が
そ
：の
經
營
を
引
受
け
る
と
か
に
よ
っ
て
.、
•

：そ
の
領
有
植
民
地
を
擴
大
し
て.行
っ
だ
0

:
.
,
;

斯
x
o
如
：き
手
段
に
よ
つ
て
、獨
逸
は
洗
づ
南
西
ア
.フ
：リ
カ
に
於
.い
' て
は

.
^
レ

ーメ
シ
の
商
入

リti

丨

デ

リッ
ッ
を
援
け
て
、
ア
ング 

ラ
•
ベ
ダ
ナ
灣
附
洋
の
地
域
の
獲
得
に
成
功
し

(

_一
八
八
四
年
-
西
7

?
リ
カ
に
於
い
て
は.：ナ
パ
夫
ィ
ガ
ル
博
士
の
事
業
を
保
議
し
て
、 

—

丨
ゴ
1
:ラ
ン
ド
及
び
5

ル
ン
I

取
得
し
た(

K

八
—

)

。
I

棄

ル

ギ
1
.に
よ
1

發
I

れ
た
コ
ン
ゴ
丨
I

に

就 

.い
て

：
4
ノ
：
獨

逸

：の

策

動

5

づ

：
て

，

一

八

み

四

丨5:
弈

べ

v
シ

に

，
英i
 

A

•
猶
•
白
•
和
•
填
•
丁

#
•露
&

•
瑞
典
•
米
•丰

等

，十
叫
®
' 

國
0
含
む
國
際
會
議
開
微
：の
蓮
汰.に

至

り

、
：同

地

方

；ー
帶
の
門

.戶

解

放..の

議

定

書

作

成

：に

成

功

し

た

：

0
更
：に
東
デ
：ブ
リ
ネ 

も
僩
人
企
業
に
菡
礎
を
置
い
^

即
ち
ぜ-;
:1-
タ
ー
.ス
»
士

：の
奔
走
に
ー
よ
つ
：
て

.結
成
$
れ
た
東
ア
ブ
ト
.カ
植
民
會
社
へ
特 

そ
の
活
動
に
對
す
る
：ザ
シ
ネ
.バ
ル
0
サ
ル
>
'ン
_の
；抵
抗
に
際
じ
.、
：.
ビ
X.
マ
ー
ク

は

本_
が
り
艦
.隊
を
.派

遣

し

て

.是

れ

を

威

嚇

し

®

®
:̂

出

め

，
；同
地
方
に
權
益.を
取
得
し
た
.o
r而

：
か

も

觸

逸

：
の
：
か

 

>
る
進
出
‘に
對
し
て：

は
> 
軸
摘
諸
勢
力
就
中
荚
國
側
如
ら
の.反
：對
、
ぃ.妨
#
は

•
1 

-..-

. 

•
•
•
•
•
«
• 

. 

. 
- 

-
.
.
.
.
.
. 

. 

、
 

. ' 

.

.

.

.
Es-
n
w;L

e
w
^
.
T
h
e

 G
e
r
m
a
n
y
: and.

!>
^
8'
'
-
.ソ1
9
3
8
 ̂

.

"

山•、
六
1
ノ
：



E
v
a
n

w-
J
^̂.
i*The. G

e
r
m
a
n
y

 ,-and、 Africa. 
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I 

.1,

四
.六
.

.cl.

六
六
'

u
)

當
'然
頗
る
熾
烈
で
ぁ
っ
た
，
從
っ
で
上
述'の
ア
フ
リ
カ
各
地
に
お
け
る
獨
逸.の
活
動
L

し
て
も
、
列
觐
と
の
交
驴
の

肋

折

は

錯

齋

ぎ

，
 

、ハ
、極
：̂
:
,
#書

各

章

に

詳

述

意

る

相

茸

の

褂

引0-
裒

開

ゆ

、
ー_

本
.隶
_
的
！

活
軌
0
經

變

紙

る

-1
1
-に
も
、
0
0
0
$
,
i

$

-
.
.
.
-•
. 
. . 

‘ 

. 

• 

/ 

• 

• 

- 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

、ニ
'
.
.
‘ 

,. 

.

.

.

.

.

.
-
. 

► 

<

.
ぁ
る
6
と
ま
れ
.
1八
八
：四
萍
か』

九
0
年
に
其
る
^
ズ
^
1:
:ク
；.の
.對
外
政 

於
い
て
、
.
X
.
フ
リ
カ
ー
大
陸
に
灸
げ
る
獨
逸
：の
政
出
を
企
圖
し
乍
ら
、
常
に
英
國
&
態
度
に
細
心
.の
注
意
釔
怠
ら
な
か
っ
た
如
く
で.办
る
6 

そ
し
て
又
猶
逸
办.活
動
I
容
易
な
ら
し
め
：か
爲
め
に
、
ア
ブ

)

リ

カ

：
大

陸

：
に

^
^

:
m-

て
英
_

勢

カ

を

舉

制

せ

含

努

め

た

。
而
じ
て

.
ー.
<
ボ
〇
年
ア
：フ^

为
‘

地
方
植
民
地0
境
界
蟲
发
し
た
英
ぎ
獨 

は
、
，
ビ
ス'
_マ
-

ク

産

官

後

货

は

ぁ

：
''
0

た
が
.、
ハ
彼
の
立
派
な
簞
出
產
.で
^

^

.

.'
其

後

獨

逸

：の

植

民

：活

動

は

カ

-
ゼ

ル

入

；
ゥ

ィ

ル
-
ル
：
ム
：
.
ニ 

:
-'
ぁ
<>
'
た
ビ
：：ス.
>
,1
;
ク
に
比
レ
、.大
海
箪
塞
と
世
界
政
策
を
檩
鵪
す

^

:
:又
獨
逸
の
*
拔
活
動
そ
の
.も
の
も
一
翁
活
潑
上
尨V

K

ク
.
.リ
カ
.大
陸
に
關
す
る
.：限

 ̂

ょ 

.::

り
：

1
#
©

擴

大

が

目

標

と

，せ

ら

れ

た

..
0
例

へ

ば

：
.ー-八
九
三
•
四
年
頃
ょ
り
7
フ

ヌ

カ

植

民

地

5

各
所
に
起
っ
た
土
人
の
叛
亂
に
對
し
：て‘
 
■

.

.ほ

、
：
：カ
ィ
ゼ
ル
は
大
部
隊
の
軍
隊
を.派
遺
し
て
、.强
.壓
的
に
鎭
定
忙
努
カ
し
た
。̂
そ
ぬ
1

擴
大
1

^
て
は
、
そ
0
,
1は
一
九
0
 

,'
'■
四
年
モ
，
ロ
タ¥

fe
就
い
て
の
英
•
佛
協
定
.へ
の「

獨
逸
の
'抗
議
に
見
出
さ
れ
る
。
そ'の
結
果
'
^
^
^
^

.
• 

-

. 

- 

- 

m
 

f... 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

'

:
:
:

佛
蘭
西
は♦
:
.*!

々

コ
を
保
護
領
と
し
ぺ
獨
逸
は
上
部
カ
メ

‘ル
シ
わ
^
部
を
佛
蘭
西
べ
讓
り
ノ
そ
の

 

シ
ゴ
ー
の

部. 

.谷

得

：で

滿

足

し

：た

0
:
.又
そ
0

_:

は
f

東
ア
：プ
リ
カ
べ
の
英
國
と
協
同
の
分
割
策
謀
で

:̂

っ
た
が
\

是

れ

は

實

現

を

見

な

，
い

ぅ

ち

杧

大

戰
勃
發
沾
な
づ
■た
0'
.
'
.
'
.
丨

丨

 

^

、

兎
も
角
.カ
.
‘ィ
ゼ
‘：ル
.は
そ
0
'世

界

政

策

遂

行

：

.の

爲

め

に

、
：.
世

.
る
に
ア
ブ
.y
力
大
陸
に
於
い
て
は
、.，時i

後
期
^
至
ク
て
意
識
的
に
英•
佛
に
對
し
協
調
的
態
度
を
取
つ_

の
觀
が
ぁ
る
。
：此
の
點 

力V

ゼ
■ル
の
究
極
目
標
ゆ
近
猝
，
バ.：ル
ヵ
^

へ
0,
進
雄
3:
作
を
基
辘
と
ず
'る
歐
洲
に
ぉ
け
ん
勢
ヵ_擴
大
、.
.惹
い
て
は
獨
逸
帝
國.の
世
^
 

制
簕
に
存
し
於
の
で̂

々
、
大
«
前
に
於
い
て
.も

ア

.フ

リ

か

植

民

地

の

問

題

は

、

第

1
1次
的
意
義
を
有
ず
穸
に.此
ま
：.る
と
の
事
由
：が
了 

解
さ
ル
务
,:
0

;

::
.
'
' 

'ン
 

-■ 

- 

^
. 

- 

■ 

■

'
:斯
く
し
士
旣
述
0:
如
ぐ
，
，'現
在
ヒ
：.ッ
ト
タ
1

«
權
^

の
分
ザ
ス
獨
逸
が
、.常

に

層

猶

：民

地

め

返

還

.要

浓

钇

ロ

に.
4乍
_ら

、
：
*

實

湫

歐 

洲

仁

お

け-?
>
勢

ヵ

擴

大

：を

第1自
標
と
す
る
<0
事

實
\<
?
:
.併
せ
^

ふ
な
&.
ば
，
斯
か
る
策
謀
こ
そ
獨
逸
の
傅
統
的
政
.策
で
ぁ
る
所
以
.が
明 

'
:'
ら
か
”に

理

解

さ

れ̂
ぅ
0

..

.':

.

:

ノ
^
^̂
 ̂

,

.以
上
が
第
し
.次
世
界
炎
戰
：に
蚕
名
ま
ゼ̂

域
に
就
い
：.
€̂>
概
觀
が
疗
は
ル
.た
焉」

嚴
+
七
_
は
獨
逸
猶
民
政
»
の
成
果
に
就
い
^
め
評
«
に

當

：
て
：
右

れ

名

。

著

紫
 

、
の.賢

大
P
缺

點

は

對

原

住

者

政

策

.
に

於
る
。
即
ち
原
住
者
ゆ
潛
霄
へ
風
俗
、

：

權
利
、
を
全
澈
無
響
冬
獨
逸
ー
の
政
策
餐
鎞
迮
人
の
叛
：
 

:
:亂
を
惹
起
せ
し
：め
た
。
：：そ
：
.0.
爲
め
.に
植
减
地
經
營
費
用
は
過
大
と
な$
、
實
に
#
國
輿
論
0
支
持
を
#
名
を
困
雛
な
ら
し
炎
た1
半
の 

■:
' 

a由

は

此

處

：
に

見

-m
さ

れ

令.そ

：.P反

面

植

®

地

馨

の

：
經

濟

§

開
*
の
：進
行
に
伴
ク
て
、
：そ
れ

#

領
域
か
ら
の
輸
出
額
め#
發
が
， 

::領

有
-«
>
;影

セ

;^
て
換
摘
さ
暫
ゃ
^;
ち
：

『

丸
0
七

年

如

ち

ニ

ぶ

ー

^

が

報
^;
:
さ

作

る:0
併
^

此
の
：事

：
が

獨

务

本

亂

圮

^

つ
て
：如

何

な

る

程

春

與

し

^

か
3
ッ
單
に
數
字
^
.
^

得
な
い
被
、■.そ
の
統
治
政
策
が
漸
次
改
善
さ
れ
つ
，
>
ぁ
づ
た
事

は

認

め

ぷ

碧

支

ギ

底

ゼ̂ 

, 

.C ,

ぐ 

,
ー
更
.に
第
十
八
章
ぬ
於
扒
で
は
、
ー
第1
夂
1:
振

大

戰

中

に

，
ぉ

私

.る

、

舊

獨

領

ァ

ブ

，
叉

,
植
烤
地
で
^
交
戰
狀
態
亦
述
べ
&
れ
，
疆

に
 

'
第
十
九
韋
は
戰
後
.の
«:
:

民
地
裝
還
要
求
運
.動
の
展
開
が
說
明
さ
れ
る
夕
此
の
終
り
癸

■■
/
: 

f

 

O
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>

?
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_
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'一.
.：
.

1

四
\

' 

.

(
1

六
^
占
ノ
. 

と
は
M
へ
、
侗
等
特
筆
す.ベ
，
內
容
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。

 

• 

' 

, 

以
上
本
書
む
全
篇
壹
氟
じ
、
第
ー
次
世
猓
次
戰
前
の
ア
フ
リ
ヵ
大
£
に
お
け
.る
獨
逸
の
植
民
活
動
の
掘
史
が
、.中
^

し
て
政
治
的
事 

件
並
に
活
躍
•せ
る
人
物
を
中
心
に
部
述
さ
れ
る
。
旣
に
ー
：
言
せ
し
如
-<
、
.词
大
陴
龙
舞
臺
.士
1
て

前

世

_
紀

後

半

议

來

鞔

糾

せ

る

國

際

關
 

係
の
.解
明
に
ょ
.り
、
我
々
は
獨
逸̂

中

心

に

：
列

國

の

&
代
.資
本
生
義
：的
植
敗
活
動
咖
如
：何
に
掛
引-'
紅
算
の
太
に
成
1,
并
つ
.も
0 

.る
如
を
知
り
、
又
特
に
現
在
の
ナ
令
ス
扁
逸
が
如
何
な
^
粮

據
(/
>
'上
に
、
そ
の
_
民
他
返
_

求
を
維
»'
し
、
叉
2.
'
扎
を
利
用
す
る
，か 

の
前
提
を
歷
史
的
に
明
か
に.す
る
.事
が
出
來
る
,°
.唯
本
嘗
.：の
分
析
に
關
し
て
は
、
獨
猶
：を
し
て
大
戰‘前
斯
く
の
如
き
植
抱
活
動̂

可
_
 

涂
ぢ
し
a6
:
、
；展
開
せ
し
：め
だ
觸
逸
國
灼
の
經
濟
的
暑
の
發
腺
、
或
は
：そ
：の
：资
の
活
働
に

_
し
：
$
^

就
い
て
缺
く
る
所
あ•る
を
指
淛
4
な
け
れ
饮
セ
.る
ま
从
:0
:例
べ
：.ば
：1
:八
七
--
*
:年
：の
«
逸

•せ

ら

れ

た

事

、
に
_
就
.v
>て
は
、
か
、名
政

的̂

理
'胸

以

；
外

忙

，
獨

逸

肩

內

；
自

身

に

、
，
.
|
A
四
o

:#
'f
t
-
:
に

始

ま

名

.鹿

業

茧

命

の

急

速

：
な

進

展

と
 

楚
れ
に
伴
ふ
.產
業
資
本
主
義
的
發
猥
圣
一
ー
日
：ふ
經
濟
的
基
礎
が
具
備
先
か
ら
で
あ
K
k」

八
九
0
年
代
似
降
に
見
：ら
れ
る
植
民
地 

0
獨
占
的
贫
配
競
攀
の
傾
阅
は
、
列
國
の
獨
占
資
本
主
義
的
段
權
へ
の
移
行
士

*
‘世
界
を
舞
毫
と
す
る
そ0
激
烈
な
對
立
を
意
味
わ
る 

.に
外
な
ら
：な
い
の
で
あ
る
；
0

: 

.
:
:
、
：

：，.

'然
し
.：
て

最

も

激

烈
.に
對
立
し
た
英
•獨
の■

抗

爭

が

究

極

に

於

い

て

：̂
第

.•
攻
他
界
大
戰
を
惹
起
し
龙-0
で
：あ
り
ブ
.其
他
'の
列
國
も
亦
夫 

.
:
^
.
の
利
益
*
護
の
立
埸
か
‘ら
參
戰
せ
ざ
?>
-
を
'#
.な
か
つ
た
の
で
あ
るa
-m
か
.る
莶
象
考
察
を
用
意
し
て
本
書
に
接
す
る
な
ら
ば
、
本 

:

書
の
說
く
所
、
.一
.層
の
興
味
：の
湧
く
を
覺
ぇ
る
。
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